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は じめに

現在の社会 は、国際化 ・情報化 ・高齢化 ・科学技術の発展な どに より急速 に変化 を続 け、 こ

の流れ は今後 も続 くもの と思 われ る。 この ような社会 に生 きる子 どもたちには、第15期 中央 教

育審議会答 申に も述べ られているように 「生 きる力」が求め られている。この 「生 きる力」 を

育成す るには、家庭 ・学校 ・地域社会が連携 し一体 となって、バ ランスの とれた教育 を営 む こ

とが必要で ある。特 に地域社会の 中で様々な年齢 の人 々 と交流 し、いろいろな生活体験 ・社会

体験 ・自然体験 を積み重 ねるこ とが、生徒 に 「生 きる力」 をは ぐくむ ことになる。

私 たちは研究 テーマを 「地域 と共 に学ぶ職業教育」 と設定 した。 ここ数年 来、各学校 、 と り

わ け農業 ・工業高校 は 「開かれた学校」 をめ ざし努力 してきている。地域社会 に公 開講座 な ど

が定着 し、ある程度成果が 出てい る。 しか し、まだ学校 と地域社会 が独 自に動 いていて、連携

が十分で ないように思 われる。生徒 の 「生 きる力」 を育成 してい くためには、 さらに連携 を深

め る必要が ある。幸 い、専 門高校 は、その分野に固有の専門性 ・技術力 を もっている。 これ を

媒介 に して 、地域社会 に働 きか けた り、地域社会 か らも自分た ちに不足 している専 門性 ・技術

力 を学 び取 った りす るこ とが で きる。地域社会へ 出かけ多 くの人 々に会 い体験 的に学 習す る こ

とや 、教室 の中に工場や研究所で働いている人たちを市民講師 と して招 くこ とは、生徒 の学 習

意欲 を高 める とい う視点 か らも必要であ る。

また、生 涯学習社会 の実現が 、都民 に強 く望 まれてい る。だれ もがいつで もどこで も自由 に

学習 で き、その成果 を地域社会 の中で生かす ことは、 自己実現の達成 とともに地域社会 へ の貢

献 に もなる。産業 界で も、今 までの知識や技 能では技術革新 に追いつかず、勤労者 の主体 的 な

自己啓発へ の取 り組 みを重視 している。こうい う状 況の中で、学校 と地域社会は一体 となって、

社会 人や高齢者 な どに新 たな学習機会 を提供 していかなければ な らない と考 える。

地域 との連携 を考 えた とき、学校が地域 に出向いてい く場合 と、地域 を学校 に取 り込む場 合

が考え られる。そ こで、二つの分科会 に分け、第1分 科会 は 「地域 に働 きかけ る職業教育」 を

第2分 科会 は 「地域 の教 育力 を活用す る職業教育」 とい うテーマ を設定する ことに した。

○ 地域 に働 きかける職業 教育

農業 ・工 業高校 の もっている施設 ・設備や教員 の指導技術 を活用 して、地域 に積極的 に働 き

かけてい く実践 を試 みた。地域 に積極 的に働 きかけ ることによって専門高校への理解が促 進 さ

れ、 また、生徒が参加 する ことに よって 「生 きる力」 の育成が期待で きる。 まず、地域 社 会 を

近隣の保 育園や中学校 などに しぼ り、保護者の意識 を調査 して、専 門高校への理解度や関心 を

探 った。それ を基 に して、地域へ の働 きか けを試みた。

○地域 の教育力 を活用す る職業教育

地域 に住んでい る、あるいは勤 めている方の中には、学校が学ぶべ き優れた技能 ・能力をもっ

てい る方が多い。従来 これ らの方々の 「技能 ・能力」の活用が言 われなが らも実践 に結 びつ い

ている とは言い難い。地域の人材 を活用す ることに よって生徒 たちに魅力あ る授業 を提供 す る

ことが可 能 となる。専門高校が地域社会 か らどの ように認識 されているか を調査 し、地域 社会

との連携 の問題点や可能性 を知るために研究 を行 うことにした。
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1地 域 に働きかける職業教育

1研 究の趣 旨

今 、都 立高等学校 は、地域 社会の一員 として、地域や家庭 との連携 ・連帯 を図 るこ とが求

め られている。 これか らの学校は、地域 と共に学 び、地域 に対 して開かれた学校 とな らね ば

な らない。

一 方
、専 門高校の生徒の中 には、学 習内容 をよく理解 しない まま入学す る生徒 も少 な くな

い。専 門高校 への興味 ・関心は、幼児期 か ら進路 を考 える中学生 までの体験が大切 である。

また、保護者の専 門高校 に対 す る理解 も重 要である。

そのため専 門高校 は、施設 を開放 し、職 業教育 を体験 で きる機会 を提供す るこ とが必 要 で

ある。PR活 動 をよ り一層行い、地域 の方々に職業教育 を理解 して もら うこ とで 、 目的意識

を もった生徒 の入学が期待で きる。

今 回、専 門高校 に何 を期待 してい るのか、公 開講座 は どのよ うな内容で実施す れば よい の

かな どを把握 する ため に保育園児か ら高校 生 までの保護者 を対象 に調査 を行い 、検討す る こ

ととした。

専 門高校 と して、地域社会 に対する働 きかけや生徒の修得 した専 門の技術 を地域 に向け て

働 きかける とい う点 に主眼 を置 き、具体 的な方策 を探 ることと した。

(1)地 域へ の教育力の提 供 として、専 門高校 に保育園児 と保護者 や中学生 を招 き、野菜 の

栽培教室 ・化学実験 教室 の講座 を実践す る。

(2>将 来、情 報化社 会の進展 によ り、イ ンターネ ッ トの利用が一層進む ことを視野 に と ら

え、専 門高校の教育活動 を映像 として提供す るため の実践 をす る。

(3)生 徒 が修得 した専 門知 識や技術力 を生 か し、地域へ還元す る目的で再生品製作 を行 う

実践 をす る。

この ように学校 が地域 に 目を向けて活動す ることで生徒や地域 社会 を刺激 し、双方 の交

流が深 まる。そ して生徒 が活動 にかかわるこ とで、地域社会 との連帯 感や帰属 意識 を高 め

る きっかけ となる ような教育 的効果 を期待す る。

2調 査の内容 と方 法

(1}調 査内容

① 情操教育へ の関心 につ いての調査

② 親子で参加 したい公 開講座 について の調査

③ 生涯学習 としての公 開講座へ の関心 についての調査

④ 事例研究 の内容 に関連す る調査
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(2)調 査対象及 び調査時期

調査対象 ……保育 園園児 、中学生、高校生 の子 どものい る保護者 を対 象 にア ンケー ト調

査 を行 った。保育園1園 、中学校1校 、普通科高校1校 、工業科 高校2校

に調査 を依頼 した。有効 回収数 は336名 である。

調査時期 ……平成11年9月 中旬か ら下旬にかけて行 った。

(3>調 査方法

質問紙 法に よる調査

各 質問項 目の回答 は、選択肢 よ り回答する方式 、または記入方式 と した。

3調 査結果 と考察

(1)ア ンケー ト調査 の集計結果

ア ンケー ト結 果は複 数回答 の もの も含めて全 て百分率(%)で 表示 し、表や グラフに表

した。

質問1あ なた は子 どもに どのよ うな経験 や学 習 をさせたい と思 いますか。 また、思 い ま し

たか。二つ選 んで下 さい。

質問1は 、子 どもに経験 ・学 ばせ たい ことについての調査で ある。結果か ら 「動植 物

を育て る」(35%)や 「ものづ くりの体験」(31%)へ の関心が高い こ とが分か った。

「ボラ ンテ ィア活動へ の参加」(12%)も 比較的関心が高い。

質問2専 門高校(農 業 ・工業)主 催の親子で参加する企画 があった ら参加 してみたい と思

いますか。

質問2で は、親 子で参加す る体験教室 に関する調査 であるが、 「是非 参加 したい」 と

「都合がつ けば」 を合 わせ る と94%の 保護者が参加 を希望 してお り、 子 ども とふ れあ う

機会 を積極 的に求めているこ とが わか った。

質問3専 門高校(農 業 ・工業)主 催の企画に親子 で参加 する とした ら、どの企画 に参 加 し

たいですか。三 つ選 んで下 さい。

パソコン
陶芸
ガラス
庭つくり
リサイクル
染め物
木工
食品加工
野菓栽培
環境
化学実験
電気工作
回答なし
その他
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質問3で は、保護者 が子 どもとのふれあ いの機会 を求めている場合 に、専 門高校 の ど

の ような企 画 に参加 したいかを調査す る ものであ る。

一番希望の多か った ものはパ ソコン教室 であった。 これは、今 日の情報化社会 の 中で

一 般家庭 に も急速 にパ ソコンが普及 し、親 や子 どももパ ソコンの操作 及び活用 方法 につ

いて学習す る機会 を強 く求めてい るか らである と考 えられ る。

その他上位 を占める工芸的 な教室(陶 芸 、ガラス工芸 、染め物、木工)や 植物等 の育

成(庭 つ くり、野菜栽培)、 食品加工教室等 は、趣味 として親 子 で楽 しめ る こ とを希望

して いる と思 われる。 また、 リサ イクルや環境 について、親子で学習 したい とい う要望

が比較 的強い ことも分かった。

質問4専 門高校(農 業 ・工業)で は公開講座等 が行 われてい ますが知 っていま したか。

質問4は 専 門高校の行 う公開講座等が地域社会 にどれだけ知 られているかにつ いて、

調査 す るものであ る。専門高校 が行 っている公 開講座等 については75%の 人が 「知 らな

かった」 と答 えてい る。

質 問5専 門高校(農 業 ・工業)の 教員が、中学校等 の教育施設 に出向いて授業や実験 をす

ること をどう思 いますか。

質問5は 専 門高校 の教員が 中学校 と連携 して授業 や実験 を行 うことについての調査 で

あ る。「役立つ と思 う」が87%を 占め、ほ とんどの保護者が歓迎 している。

(2)考 察

質問1～3よ り、低 年齢 の子 どもを もつ多 くの保護者 は、子 どもに動植物 を育 てさせ た

り、 ものづ くりを体験 させた りしたい と考 えてお り、親子 で共に体験す る機会が あれば積

極 的に参加 したい と考えている ことがわかる。

専 門高 校は技術 力 を生か しこれ らの要求 に答 えるべ く地域 社会へ積極 的に働 きかけ る必

要 がある。(事 例研究:事 例1)

質問4よ り保護者 は専門高校の特 長や公開講座等の取 り組 み をあ ま り知 らない ことが わ

か る。専 門高校のPR方 法 を十分 に検討 し、時代 と地域の要求 に適応す るかたちで情 報 を

発信 してい くような工夫が必要である。質問3の 結果か らは、パ ソコンの活用 を学習 した

い とい う希望が非常 に多 い。 これはパ ソコンの普及により家庭で も有効 に活用 し、インター

ネ ッ トやCD-ROM等 か ら情報 を収集 したい とい う要求が高 まって きてい るため と考 え

られる。(事 例研究:事 例4)

質問5よ り、専 門高校 の教員が 中学校 と連携 をはか り中学生 に授業や実験 を体験 させ る

ことは子 どもをもつ保護者 か らは役立つ と期待 されている。近 隣中学校へ積極的 に働 きか

け、連携づ くりを進めてい く必要が ある。(事 例研究:事 例2・3)

その他、地域住民 に専 門高校 の特色 や学習形態、生徒の技術 力な どをPRし て行 く必 要

がある。(事 例研究:事 例5)
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4事 例研究

(1)事 例1保 育園児 と保護者 を対象 とした 「野菜の栽培教室」

A農 業高校で は、近隣のB保 育園児 を対象 に した 「野菜 の栽培教室」を農場で実施 した。

生徒が農業高校で学 んだ内容 を保育 園児 に指導す る事 で 自信 を もち、体験的 な農業学習 の

定着 と保育園児 と収穫の喜び を共有 で きる事 をね らい とした。専 門教科である 「農業基礎」

は体験 的 な学習 によ り基礎的な農業技術 の習得 を目的 としている。この教科 を学 び初 め て

5ケ 月が経過 した1年 生が、 日ごろの授業の成果を生か して講師役 をつ とめ、今年度はジャ

ガイモ とダイコンを栽培 した。 ダイコ ンは、9月 に種 をまき、10月 に間引 き し、11月 に収

穫 を行 った。1年 生 と保育園児 は、生長 の様子 を確認する事 がで き、農場 内の生 き物(ア

オムシ、 アブラムシ、 ヨ トウム シ、モ ンシロチ ョウ等)へ の興味が増 した と考 える。

一方 、保護者 には土壌の管理 か ら栽培歴、生徒の作業手順 のプ リン トを配布 した。 ダイ

コ ンの収 穫 を通 じて病 虫 害 と

の攻 防 な ど無農薬 栽培 の 困 難 蕊.・ 一 岨

さ、 虫 食い野 菜へ の理 解等 、

農業へ の興 味 ・関 心が深 まっ

た と考 える。 有機 農 法 や有 機

野菜へ の 関心 が高 ま り、 食べ

物 の安 全性 が 求め られる 時代

に 、農業 高校 が栽 培 方法 を解

説 し、農 業へ の理解 を地域 に

広 め る良 い機会 で あ る。生 徒

は保育 園児 の前 で ダイコ ンの

種類や収穫方 法を説明 した。

最 初 は緊張 してい たが 、 日ご
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ろの 学 習 へ の 自信 を深 め た と考 える 。 農揚 で は無 農 薬 の た め に様 々 な昆 虫 が 生 息 す るが 、

益 虫 ・害 虫 の解 説 、 畑 で 使 用 して い る マ ルチ ン グ等 の 資材 、循 環 型 農 業 、 ゴ ミ を出 さ な い

工 夫 につ い て も代 表 の 生 徒3人 に説 明 させ た。 保 護 者 へ の ア ンケ ー トは 反響 が 大 き く、 熱

心 に記 入 して くれ た。 感 想 と して 「生 産者 の苦 労 が分 か った」、「作物 の 生長 の記 録が 分 か っ

た 」、 「安 心 して 食べ られ た」等 が 多 か っ た 。生 徒 へ の ア ンケ ー ト結 果 で は 、野 菜 の 栽 培 教

室 に参 加 して75%の 生 徒 が 「良 か っ た」 と答 え た。 園 児 に しっ か り教 え られ た か とい う質

問 に は 、44%の 生 徒 が 「はい 」 と答 えた 。 うれ しか った事 や や りが い と して は 、 「しっ か

り聞 い て くれ た」、 「頼 っ て くれ た 」、「喜 ぶ顔 が 見 られ た」 等 をあ げ た 。 ア ンケ ー ト結 果 か

ら以 下 の 事 が 考 え られ る。

生 徒 の 学 習 効 果

○ 体 験 的 な学 習 で あ り、保 育 園 児 ・保 護 者 へ の 指 導 に よ り自 ら も学 び 、 自信 に つ な が っ

た 。

○ 保 育 園 を通 じて 地 域 とか か わ りを もち、 農 業 学 習 の重 要 性 、地 域 の 農業 へ の理 解 を 深

め る こ とが で きた 。
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○畑 の栽培管理 を任 されて熱心 に取 り組 むようになった、収穫の喜 びを保育 園児 と共 有

で きた。

○農業学習へ の興 味 ・関心 を引 き起 こ し、高めた。

○保護者へ の配布物 として栽培管理歴 をま とめ、系統 的に学習で きた。

保育 園児へ の働 きかけ

○種 か ら栽培 する事 に よ り植物 の生長 に興味 ・関心 をもった。

○収穫 の喜 びを体験 で き、食べ物への理解が深 まった。

○土 い じ りの興 味 を引 き起 こ した。

保護者へ の働 きかけ

○ 地域 の農業 高校 の学習 内容 を理解 し、農業 ・高校 生へ の理解が深 まった。

○ 食の安全性 を通 して有機 農業へ の理解が深 まった。

○栽培 の難 しさを実感 し、農産物への理解が深 まった。

今 後の課題 と して生徒 に畑 の管理 を任せ るようにす る事 。保育 園児 の観察 回数 を増 や す

よ うに し、野菜 の生長 を身近に観察 で きるよ うにす る事があげ られる。

(2)事 例2中 学 校への訪 問授 業

9月 にC中 学 校で理科 の訪 問授業 を行 った。中学2年 生2ク ラスを対 象 に、専 門高校 の

実習 で使用 してい る実験 器具 を もち込み 、1時 間ずつ実施 した。電流 を流 す ことによって

発生す る熱 を利用 してホ ッ トケーキを作 るこ とによ り、電気 を応用 して実 際の生 活 に役 立

て る ことが で きる ことを体験 させ るこ とをね らい と した。ホ ッ トケーキの粉 に水 を加 え、

そ れを牛乳パ ックに入れ、ステ ンレス板の電極 を取 り付 け、 交流電 圧100Vを 加 え る実 験

で ある。水 の量 に よって、は じめに交流電流が2Aか ら3Aの 範 囲で流 れ、5分 ぐらいで

焼 き上が る。30秒 ごとに電流値 と電圧値 を計測 し、実験 終了後、オームの法則 を使 って抵

抗値 を求 め させ た。実験 では電 力量計や てんぷ ら温度計 など実際の生 活で使 われる もの も

使用 した。

事前 ア ンケー ト

調査結果の 質問5か ら、保護者 の87%は 高校の教 員が中学校 に出向いて授業 をす る こ

とを期待 して いるのが分か る。

C中 学校の2年 生214名 を対象に行 ったア ンケー ト調査では、「高校 の教員 の授 業 に参

加 したいです か」 とい う質 問に対 して、「参加 したい」が31%で あ った。

事後 ア ンケー ト

訪問授 業 を実施 した2ク ラス70名 を対象 にア ンケー ト調査 を行 った。 「授業 の 内容 が

よ く分か りま したか」 とい う質問 に対 して、 よ く分 かった と答 えた生徒 の割合 が40%、

少 し分か らない ところがあ ったが35%、 よ く分 か らなかったが7%で あ った 。 「授 業 に

ついての感想 は どうですか。」 とい う質 問に対 して、お も しろ かっ た と答 え た生徒 の 割

合は71%で あ った。「もう一度 、高校の先生が 中学校で授 業 をや る と した ら参 加 したい

ですか」 とい う質問 に対 して、参加 したい と答 えた生徒 の割合 は33%、 参加 した くない

は0%で あっ た。
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考察 ・感 想

訪問授 業 を実施す ることによ り、訪 問授業 に対 する中学生の意識が積極的 な方向 に向

か ってい る。普段の授業で使用 しない実験器具 を使用 した り、電気の意外 な応用 を体験

した りす るこ とによ り、中学生 に興味 ・関心 をもたせる ことが で きた。授業後 に実 施 し

たア ンケー トでは、「電気 の流 れで ホッ トケーキが で きるのが お も しろか った。」 「ホ ッ

トケー キがふ くらんでい くところがお もしろか った。」 な どの感想があ った。

授業で ね らい としたオームの法則 については、中学生 によ く理解 して もらえ なか った

部分 もあるが、電気 に関心 を もたせ ることがで きた。

今 後の課題

訪問授 業 は、学校全体、あるいは複数の学校で取 り組 んでい くこ とによ り、 さ らに効

果が 出て くる。多 くの教員 に積極 的に働 きかけてい くべ きである。訪 問授業 を放課 後 な

どに実施 して、生徒が主体 となって中学生 に教 えるような取 り組 み も考 え られる。高校

生が実習 な どで習得 した技術 を中学生 に教 えることによ り、専 門知識 が深 まる とと もに

コ ミュニケーシ ョン能力や表現力 を高めるこ とがで きる。

(3)事 例3中 学生 を対 象 と した化学実験教室

職業教育 を生か して地域 に働 きかける湯合、その働 きかける対象の一つ として 中学校 が

あげ られ る。職業教育 を生か し、高校 と中学校が連携 する ことによ り、中学校 にお いて は

ものづ くり等 の体験 的学習や生活 に密着 した身近 な話題等の学習 を行 うことが可能となる。

この学習 を通 して中学生 の興味関心の深化 や総合化及び 自己の適性 の発見 に役立 てる こ と

が期待 される。一方 、高校 として は、職業教育 のPRと ともに中学校 の学習形態 や中学 生

の興味 や関心 のある分野 を把握す ることがで きる。また、高校生 自身が職業教 育 によって

身に付 けた知識 や技術 を中学生 に伝 える体験 が、生徒 に自信 をつけ させ、 自己の適正 の把

握 や進 路指導 に役 立て ることもで きる。 これ らの ことを踏 まえて 、今 回 中学生 を高校 側 に

受け入れ る形で教育実践 を行った。

D工 業高校で は、工業化学科 の教員が近隣のE中 学校 の理科教員 と情報交換 を行 い 「環

境教育 と化学教育」 に関す る連携 を検討 してい る。その一 環 と して、E中 学校 の理科 教 員

が顧 問を努 める化学 クラブの生徒 を対象にD工 業高校で 「楽 しい化学実験教室」を行 った。

実験 テーマは 「鏡づ くり」 で講師 は工業化学科 の教員7名 全員が指導に当た った。参加 し

た生徒 は2年 生が3名 、1年 生が9名 で、実験 中に積極的 に質問 し、適度 な緊張感 を もち

つつ も楽 しく実験 を体験 した。時間の関係で全 行程 の8割 で その 日の作業 は中断 した。 後

日、今度は高校の教員が製作 途中の作 品を もってE中 学校 の化学 クラブの活動 日に訪問 し、

理科実験 室 を借 りて作品 を完成 させ た。E中 学校では これ らの様子 を ビデオや写真 に記録

し、生徒の作品 と一緒 に化学 クラブの校外学習活動 として文化祭 で展示 した。

参加 した中学生 のア ンケー ト結果に よ り以下の こ とが分かった。

○ ものづ く りや化学実験 について益々興味 や関心が深 り、 また参加 したい と強 く感 じて

いる。

○生徒 は全 員高校の校 舎内へ 入ったこ とが無かったので、校舎見学時には 「校舎が広い」、
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「設備がす ごい」 と驚 いてい た。 ㌦

○ 高校 の教員 に教 わることに より、高校の授業の雰囲気 を体験 で きて良か った と感 じて

いる。

○ ある1年 生の男子生徒 は、今 回の経験 を通 して工業高校 に入 りた くなった と回答 して

お り、 自己の適性の把握 や進路 の選択 に も役立 った。

また、D工 業高校 と して も下記 の ようなPRの 良い機会 になった と考 えられ る。

○施 設や設備が実践的で充実 しているこ と。

○工業 高校 か らで も大学 に進 学で きるこ と。

○社会 で役 に立っ資格 がた くさん取得 で きるこ と。

さらに指導 に当た った教員全員 が中学生の興味や関心等 を直 に感 じ取れた ことも大 きな

収穫 であった。

今後 の課 題 と して は、 まず高校 生 を講 師 として活躍 させ るこ とが あげ られ る。(今 回 は

中間考査 中のため生徒が講師 を務 め られなかった)生 徒が講師 を務 め るこ とで、 自信 をつ

け、 自己の適性 の把握等 にも成果が期待 で きるか らであ る。 また、今 回の ような実験 教室

を他 の中学校 とも連携 し参加 で きる機会 を増 や してい くこと、専門高校か ら教員や生徒 が

訪問 し指導 を行 うこと等が積極 的 に行 われるよ うになると良い と考 える。 さらに、実験 教

室 のよ うな イベ ≧ ト的 な企 画だけではな く、近隣 中学校の化学 クラブ等で普段 活動 して い

るこ との延 長 と して、専 門高校 の施設 ・設備 ・人材等の協 力 を得て活 動がで きるような連

携 も検討 してみる必要がある と考え られる。

(4)事 例4CD-ROMに よる学校紹介

調査3の 「親子 で参加す る企 画」 の結果か ら、 コンピュー タに対す る関心 が高い こ とが

分か る。この ことは親 自身が 、将来 のコ ンピュー タの普 及に よる情報化社会の進展 に対 し、

子 どもと共 に対応 してい きたい と望 んでい ることや、コンピュータを利用 して今以上に様々

な情報 を得 たい と望 んでいる と考 え られ る。専門高校 では、 コンピュー タの利用 を考 えて

い る親子や地域 の方々に対 し、情報機器 と しての コンピュー タの利用指導 や援助 がで きる

設備 も人的環境 も揃 っている。 また、 中学生や保護者 は、将 来進学す る高校 を決 める ため

に専 門高校の情報 を得 たい と考 えてい る。そ こで専 門高校 として、情報の公 開 と共 に、 学

校の授業内容や特色化 の取 り組み を発信 するために、 コンピュー タ映像 を提供す る研 究 を

進め た。

F工 業高校で は、1年 次の工業基礎、2・3年 次 の実習 、学校行事 、校舎紹介 の合 計13

項 目の デジ タル ビデオデータの作成 を行い、生徒 に映像情報 の提供方法 を検討 させ た と こ

ろ、10月 の文化祭 に研究発表 をす ることに した。文化祭 では、コ ンピュータを用 いて、C

D-ROMに よるデジ タル映像 を再生す る学校紹介 コーナを設置 し、見学者 に学校紹 介 の

ビデ オを鑑賞 させ た。生徒 は、紹介 コーナで学校紹介 を行 うと共 に、授業 内容 の説 明 と感

想発表 、見学者か らの質疑応答 、CmROMの 使用方法 の説明 も同時 に行 った。文 化祭

以後 は、学校訪問者 の中学生や保護者 に対 して、学校紹介 と案 内を実施 した。

効果 として、文化祭で学校紹介 を担当 した生徒 は、紹介 を繰 り返す こ とで、現在学 んで
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いるこ とや 次学年 で希望 した進路の学習内容 に対 して理解 を深め、それが 自信 につ なが り

学習 に取 り組む姿勢 が一層積極的 になった。生徒 には ビデオを見せ 、映像 と して使用 す る

承諾 を得た。その過程において、自 らの授業態度 を客観 的に観 るこ とがで き、授業態 度 に

対 す る反省や 自信 につ なが った。 ビデオを鑑賞 した保護者 か らは 、 「現 在子 ど もが学 んで

い る学習内容や 、次学年で子 どもが希望 を した進路の学習内容 を観 られて参 考になった」

との 回答が多 かった。また、学校訪問の中学生や保護者か らは、通常 の訪 問では見 るこ と

ので きない 「授業風景 や、在校生の学校行事 に取 り組 む姿勢や雰囲気 が感 じられ、進路 決

定 に役立つ」 との意見が多 かった。以上の感想 か らも、コンピュー タを用いた ビデ オ鑑 賞

は、専 門高 校の学習内容 や特色 化の取 り組み を理解 するために有効であ り、専 門高校 のP

Rの 一方法 として有効である と確信 した。

この ように映像情報 は、在校生の進路決定の活用 以外に も、専 門高校へ の入学 を希 望 し

て いる中学生 とその保護者 に対 して、専 門高校の学習内容 を映像情報 として提供 する こ と

で 、進路決定 に向けて積極的 な活用 が期待で きる。

また今 まで は、専 門高校 と してのPR活 動が不十分である ことは、質問4、5か ら もわ

か る。今後 は、専 門高校 に入学 を希望 している中学生や保護者、お よび、高校 の情報 を必

要 としている方 に向けて、資格取得や特色化 の取 り組み を映像 と して提 供す ることが 、情

報 化社会 での専 門高校 のPR活 動の一つ として考 え られる。将来的 には、本事例 のデ ジ タ

ル映像情報 を インター ネッ トでの利用へ と発展 させ るこ とが 、期待で きる。

(5)事 例5廃 棄物 を利用 した再生品製作の試み

G工 業高校で は、生徒が 「ものづ くり」 を通 して得た製作技術 を地域 に知 って もら う方

法の一つ と して、学校内の廃 物 を利用 してベ ンチの製作 を行 った。生徒 自身が学校 内で 木

材や金属 な どの廃材 を集め、 ドリルに よる穴 あけ作業や木材のせ ん断作業 、ね じ止め 、ペ

ンキ塗装 な どの様 々な技術 を用いて手軽 に作 れるベ ンチ製作 を 「工 業基礎」 の時間 を活 用

して行 った。この製作 を始め る段 階で、多 くの材料 を別の形で再生 した り、 もとの状態 に

復元 した りす るこ とに対 して生徒 は意欲を見せ た。 しか し、実際 に材料 を集め 、製作 に取

りかかる と多 くの難 しい問題が あることに気づ いた。そ れは、① ベ ンチの材料 と して廃 材

が適 当なのか、②安全面 での問題 はないか、③再生す る上で経費がかか るので はないか、

④生徒 の技術 力で実用的な ものが作 れるのか、⑤再生 した ものを どの よ うに して活用 す る

のか、 などい くつかの問題点が生 じた。問題点 はあ ったが、 まずベ ンチを製作す る事 か ら

始めた。ベ ンチの座面 には、木材 とリサ イクルで作 られたスポ ンジを用 い、それに衣服 を

つ くるための布 を使 って ピンで裏打 ち した。脚部分 には、ね じがはず れた り、座面が はず

れた りした生徒用のパ イプ椅子3脚 を用 いてU字 型金具で固定 した。仕上げ と して滑 り止

め ゴム を取 り付 け、ペ ンキ塗装 を施 した。製作 を通 して、生徒か ら次の ような感想 を聞 く

ことがで きた。

○ ものの大切 さを実感 させ られ た。

○ このベ ンチを地域 で使 って もらいたい。地域 の方 に僕 たちの技術 をわか って もらえる

のではないか。
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○ 製作 途 中の様 々 な失敗や経験 が次 の製作 に

生 かせそ うだ。

○ ものづ くりは一つの技術 だけでな く、 い ろ

いろな分野の技術 が必要である ことを感 じ

た。

○ また廃材 を利用 して新たな もの を作 ってみ

たい。

○ 地域 か らで る不要品 なども再生 して、再 度

利用で きないか。

○ 地域 の リサ イクル活動の様 子 など も体験 し

てみたい。

躍箪鰍

響騨

ノ窯 〆＼.
阪 ㈲ 霧 癩 騨 漣』

_頓 鱈 耳 厚

甑 無喰 毒験灘.
ベ ンチ製作 の様子

ベ ンチ製作後、生徒 自身 にも意識 の変化が あ り、今回の取 り組みで様々な点で効果があっ

た。

①生徒 が身近 なことに問題意識 をもつ姿勢が現 れた。

②廃 棄物の有効活用 を通 して環境への意識が高 まった。

③生徒 が製作体験 を通 して、 ものの大切 さを実感 した。

④授 業で学 んだ技術 を実際 に生かす ことで、専 門教育の必要性 を認識 した。

⑤製作 中 に生 じた問題 に、積極 的 に取 り組 む姿勢が現れた。

学 校体験 入学 に来 られた保護者や中学生 に実際 に座 って も らい、次の ような感想が 得 ら

れた。

○高校 で この ような取 り組みが されている とは知 らなか った。

○ も し、地域で利用 して もらえるのな ら地域 の人に とって もあ りがたい話 だ と思 う。

○技術 的 には未熟 と思 うが、生徒の積極性が感 じられる。

○作 品 と してでは な く、実用品 と しての価値 がある と地域 に とって も良いので はない か。

○職 業高校 でいろい ろな技術 が学べそ うだ。

○ もっ と生徒 が この ような作 品 を製作す るこ とが必要 だ。

生徒 は、 これ らの感想 を聞いて、次 の再生 品づ くりを始めた。 リサ イクル活動 に取 り組

む体験 を通 して地域 に 目が向 き、環境 に対 して も意識 した この ような体験 によって、 主体

的 に リサ イクル活動 に取 り組 んだ り、製作 品を地域へ提供 しようとする ことは地域 に専 門

教育 を理 解 して もらう上で大切 である。今後 は、再生品の製作 実践 を通 して地域 に対 し専

門高校 の取 り組 み を知 って もらい、地域 の要望 にこたえられ る製作 品づ くりを行 う必 要が

あ る。 また、専 門高校 の技術 力 をものづ くりを通 して地域 に提 供 してい くことによって 、

専 門高校 のPRに もつなが り、生徒 に さらなる自信 をもたせ る教育効 果 も期待 で きる。
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5研 究 のま とめ

「地域 に働 きかける職業教育」では、専 門高校 の内容や技術 力 をどの ような方法で地域 に

働 きかけてい くのか、それに ともなう生徒 への教育効果 とは何 か を大 きな柱 として研 究 を進

め て きた。各事例 に よるア ンケー ト ・実践の結果か ら、以下の ことが分 かった。

(1)生 徒が保育 園児 と学ぶ ことで、農業への理解が深 ま り自信 につ ながった。

(2)中 学校へ の 「訪 問授業」 によって、中学生 に専 門的な技術 力の素晴 ら しさを気 づかせ た

り、専門高校へ の関心 を深 めさせ ることがで きた。

(3)専 門高校 のPR活 動 として、 デジタル映像 は高校生 ・中学生 にも有効 であ り、製作 の取

り組み も始 め られたが 、地域への配布 方法には検討が必要であ る。

(4)中 学生が専 門高校で体験的 な学習 を行 うことは、学習の深化 と自己の適性 の把 握や進 路

選択 に役立つ 。

(5)専 門高校 は中学校 の教員 との情報交換 を図 り、連携 を進めてい く必要があ る。

(6)生 徒が 、専 門高校で得 た技術 を生か し、 ものづ くりによる製品 を地域に提供す ることで、

専 門高校 の技術 力 を知 って もらう機会 を得 られた。

今 後は、専 門教育 の体験学習やPR活 動 を一層推進 し、専門高校が もつ技術力を地域 に知 っ

て もらう色々な方法での活動が必要である。そ して、生徒が学校で学んだ技術 力 を主体 的 に

地域 に貢献 で きる方法 を検討 し、具体的な取 り組 みを行 うことによ り生徒 の学習効果 に結 び

付 ける ことが大切 である。
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H地 域の教育力を活用する職業教育

t研 究 の趣 旨

これまで も都教 育研 究員 農業 ・工業部会で は、「開 かれ た学校 づ く り」 や 「就業 体験 」、

「生 きる力」の育成 な どについて様 々な角度か ら研 究を行 って きた。 平成11年3月 に告示 さ

れ た新学 習指 導要領 において も 「望 ま しい勤労観や職業観の育成」、「地域 とのパー トナーシッ

プ」 な どは特 に重要な事項の一つ として取 り上 げ られてい る。 これ らに よ り、各学校で は よ

り一層 、家庭 や地域 社会 との連携協 力 を推進 し、その役割 を明確 にする ことが求め られ て い

る。

本部 会では、 中央教育審議会、理科教 育 及び 産業教 育審議 会 な どの答 申趣 旨 を基 本 に 、

「開かれ た学校づ くり」 を目指 し、地域社会での様々 な活動 や人材 を 「地域 の教育 力」 と し

て活用 する研 究 を行 うこ とと した。地域 の様 々な活動 とは、例 えば町会や商店会 な どが行 う

各種 イベ ン トや ボランテ ィア活動、或いは地域 産業界 の経済活動等であ る。学校 と地域社 会

が連携 する ことによ り、生徒 は地域社会 か ら様 々な経験 を得 るこ ととなる。これは自ら学び、

自ら考え、 自らを律 しつつ、他人 と協 調するな ど、ま さに 「生 きる力」の育成 になると考 え

る。 これ らの ことか ら 「地域の教育力」 を活用す るための様 々な研 究 を行 うことと した。

以上 の ような研 究の趣 旨によ り、地域社会 における職業高校 についての認識度や連携へ の

問題 点や可能性 な どを知 るため、学校所在 地のい くつかの団体ヘ アンケー トを実施 した。 ま

た、 この結 果 と共 に各学校の特性 に合 わせ た事例研究 を行 うことによ り、 「地域 の教 育力 」

の活用 方法等 について探 ることと した。

2調 査 の内容 と方法

(1)調 査 内容

①地域 か らみた職業高校専 門学科 の認識度

②職 業高校 が 「開かれた学校」 となるための連携先 について

③連携 してい くための諸条件 について

④ 地域 との連携 による 「開かれた学校」へ の予想

⑤ 地域 との連携 によ り可能 なことは何 か、またその時必要 な条件 は どん なことか。

⑥市 民講師制度の認知度 と地域 社会の人材 につ いて

⑦ その他、都立職業高校への希 望な ど

(2)調 査 対象及び調査時期

本研 究員勤務校(5校)所 在地周辺の町会 、商店会(街)、 工業会 、 農協 、地域 企 業 セ ン

ターな ど

平 成11年9月 上 旬～9月 下旬

(3)調 査方 法

質問紙 を用いたア ンケ ー ト調 査。各研究員 が調査対象者 に直接 面会 を行い なが ら質 問紙

に よるア ンケー ト調査 と聞 き取 りを行 った。
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3調 査結果 と考 察

(1)藷 豪鷹 鷺

に、それぞれの学瀞

の狭 い 「地域 」 に限 定 して 、対象 となる町会 、

商 店 会 、 工 業 会 、 農 協 等 に 直接 出 向 い て聞 き

取 り調 査 を行 った 。 調 査対 象 とな る外 部 団 体

へ は 、 事 前 に電 話 連 絡 を し、面談 を しなが ら、

以 下 の 調 査1～10項 目 に つ い て 質 問 用 紙 を 、

もと に筆 記 して聞 き取 り調 査 を行 った 。

結 果 の グ ラ フ は調 査2、6、7は 、 人数 表

示 で あ る。 以 下 に調 査 結 果 を ま とめ後 に 、結

果 につ い て考 察 を した。

調 査1

離琶拶
毒繊 駆 ,

認
(商 店会の会長 との面談風景)

本校 には どの よ うな学科 があるかご存 じですか?

(地域 との連携 を探 る前 に職業高校、特 に専 門教科 について具体 的に知 っているか。)

「知ってい るが14人 」で 「知 らないが7人 」であ った。町会 、商店会等 の団体 は、比 較 的

職業高校の学科 について 、知 っていた ようだったが、工業会 、農協等 につ いては地域 か ら学

校 との距離が離れてい くと認識 度が比較 的低い傾向であった。特 に 「総合技術科」 な どの 新

しい学 科 について は、知 らない と答えが多か った。

調査2職 業高校が開かれた ものになるため には、必要な ものは何 だ と思 い ます?

(新 学習指導要領 によって、開かれた学校 をめ ざ してい くために必要 な項 目)

地域 との連携が必要 と回答 調査2
.開 かれた学校に は何 が必要 か

されていた方15人 と多 く、

次 には地場 産業 との連携 が

12人 と多かった。小 ・中学

校 との連携 は5人 と比較 的

少 ない結果 となった。

調査3地 域 に開かれ た学

校づ くりを目指 してい ます

が 、地域 として協 力が可 能

です か?(地 域 が開か れた

学校づ くりに協力で きるか。)

不可 能 とい う回答はなかった。

可 能 とい う回答は12人 であ った。

調査4

しか し条件つ きで協 力する とい う回答が7人 であ り、協 力 が

学校 は地域 との連携 に より開かれてい くと思い ます か?

(地 域 との連携 によ り開かれた学校 になれ るか を探 った。)

回答者21人 すべ ての方が 「思 う」 と回答 され、非常 に学校 に対 して好意的 な印象で ある。

具体 的に地域 との どんな連携が で きるか、例 を出 しなが らお互い に話 し合いの 中か ら様 々

な形 の連携が 浮かび上がって きた。考察で まとめてあるので参照 され たい。
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調査5地 域 社会 での取組が職業高校 の生徒 の育成 にいかせ る と思い ますか?

(地 域 社会 が職業高校の生徒 にとって、 これか ら先 の教育力 になれ るか を探 った。)

こち らも調査4と 同様 「思わ ない」 とい う回答はなかった。地域社会が どんなアプロ ーチ

で行 って も、生徒 の育成 には必ず プラスになる と回答 されたのだ と考 え られる。質問の項 目

の生徒 の 「育成」 とい う言葉の意味 を調査対 象 となる協会や 、会長等 に理解 して もらうの が

困難 であ ったが、おお むね理解 された。

調査6生 かせ ると したらどの ようなことが考え られます か?

(高 校生にとって地域 社会 との関わ 調査6
.ど の ような こと考 えられ ます か

りが具体的 にどのような形 できるか。)

現場 実習が13人 と、一番多 く、

次 に行事 参加 が10人 となっている。

現場 実習 には現 場見学等 も含み、

とにか く現場へ行 って作業 を見 て

もらいたい という意見が多かった。

また町会、商店会等 は、生徒 の ボ

ラ ンテ ィア活動 を期待 してい る。

具体 的に講師派遣 などが可能 であ

る とい う団体 も6団 体あ った。

調査7

(調 査6の 質問 に対 して学校 に望

むこ とを聞 き取 り調査 した。)

もし実施す る と した ら、 とい う

こ とで答えて もらった。その なか

で も、「生徒 数」 の希 望が 一番 多

く、次 に実施 時期 を挙 げている。

希望 の生徒数 は4～5人 が多 かっ

た。 日数 は、1日 だけで よい とい

う回答が 多かった。

調査8都 立高校 では教員免 許 の

有無 にかかわ らず 、一般 の方 を市

生 かせ ると した ら、学校側への希望 は次 の どれですか?

民講師 として認 め られれば教 える ことが 出来 る制度があ ります。 この制度 をご存 じです か?

(市 民 講師の ことをどれ だけ知ってい るか)知 らない と答 えた人13人 で、 知 って い る と答 え

たの方が6人 で あった。知 らない方が多か ったが、大変有意義 な制度 である と回答者一様 に

関心 を示 してい た。

調 査9職 業高校 で市民講師 をお願 いす ると した ら、紹介 で きる人が い ます か?(人 材 の具

体的調査 を行い紹介で きるか聞い てみた。)市 民講師制度の認識度 は低 か った もの の 、実 際

に講師 と して紹介 出来 ると回答 された人は、以外に多かった。 また、す ぐにで も具 体的 な市

民 講師 と しての紹介で きる人がい る、 とい う回答 もあった。
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調査10職 業 高校 に希望 する ことが あ りま した ら何 かお書 きください。

(今後 の開かれた学校作 りのため に地域 社会か ら学校へ希望 や意見 を幅広 く聞 いた。)

町会

・地域 との連携 、学校 の開放 、親 しみやすい学校 になってほ しい。

・公開講座 をもっとやってほ しい。

・農業高校 では災害 時に避難場所 の確保 だけで な く野菜 な どを緊急的 に利用 させ てほ しい。

・是非交流 を深 めたい、集会室 な ど自由に活用 して、学校 のVTRな どでPRを 行 なって み

ては どうで しょうか、回覧版 な どで人 を集め ることもで きます。

商 店会

・まず工 業高校 を知 らない人が多 いのでPRを して共通理解 を したほうが よい。

・商店会 主催の イベ ン ト(祭 り)な どで高校生の ボランテ ィアに よる参加 を希望 してい ます。

・学校全 体 と しての交流 がない、 したが って情報が得 られない、また農産物 の販売 な どで 生

徒 との交流 がほ しい。

工業会 ・農協 等

・第一 に地域 との連携 を深 める とい うこ とではないで しょうか。中小企業 セ ンターにお き ま

して も講師派遣や、実習教材資料代等の予算 化 をはかってお り体制 は整 ってお ります 。 開

かれた学校作 りでの地域 との連携 とい う目標は私 どもと合致 してお りますので是非活用 を。

・基礎 か ら技術 を習得 し、 このS区 において、新た な企業 や会社 を起 こ してほ しい。若 い 力

のマ ンパ ワー を是非、地域社会 に生 か して ほ しい。

・保護 者、特 に母親 に対 して工業高校 の紹介 を してモ ノづ くりをとお して工業高校 を理 解 し

て もらい地域社会へ とけ込んでい くこ とで地域 との連携 を深 めるこ とが で きるのでは。

・OAや 電 気な どの操作 や基本 を しっか りとやってほ しい。特 に情報処理技術 をスムーズ に

行 なえる人材 に育ててほ しい。

(2)ア ンケー ト調査の まとめ

このア ンケ ー トは直接研 究員 が現場へ 出向 き 「聞 き取 り調査」 で進 め られた。

地域 に開かれた学 校づ くりは、地域の教育力 を活用す るこ とが大切で 、以下 の ような取

り組 みが必要である ことが この調査 によって分かった。

① 職業高校の認識度 を高め、学校 も地域 について よ く理解 する必要が ある。

ア ンケー ト調査 の結果か ら職業高校 は地域か ら 「近 くて も遠 い存在」 とい う答えが 多

かった。小 ・中学校の ように学 区か ら児童 ・生徒が登校 する環境 がないので どう して も

高校生 との接点 も少 な く、各職業高校 の特色 などを地域 にPRで きていない。

また学校 も地域 について知 らない点が多 く、改めてお互 いの共通理解 が必要 である こ と

が分か った。

② 地域社会 と職業高校 との連携 に よって向上す る必要がある。

地域 社会 との連携 は、 アンケー トにあるように様々な形です ぐにで も可能な具体的 な

例が挙げ られた。 と りわけ商店会 、町会 な どは、積極的 な意見(学 校 施設の開放、商 店
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会 の イベ ン トのボ ランテ ィア活動等)が 示 されだ。 また地域 の学校 なので生徒 の登 下校

の指導 な ど、学校側へ の協力 的な姿勢 もみ られ地域 として、好意 的に関心 を示 し、積極

的 に地域社会 と学校 とのパ ー トナーシップがつ くれる環境 にある。

③ 地域社会 に開かれた学校づ くりを早 急 に構築す る必要が ある。

地域社会 は職業高校 に将来的 に様々な期待 をもっている、学校側 も地域社会 と共 に歩

調 を合わせ 、新学習指導要領 に則 った地域社会 に開かれた、新 しい学校づ くりを今 まで

以上 に推進 してい く必要があ る。

④ 地域社会の教育力が生徒 に多岐 にわた って反映 で きる環境があ る。

調査6の 結果 に もあ るような現場実習 などは、第一 に教育 目標 に照 ら し合わせ 、 さ ら

に年間の教育課程 の中で位置づ けを してい く必要が ある。次 に生徒の地域の行事参加や、

ボランテ ィア活動の参加 などで、生徒 の育成で きる地域社会の教育力があ る。

⑤ 市民講師、地域社会の人材が まだ未 知数ではあ るが活用で きる環境 がある。

市民講師の認識度 は低い結果であったが、市民講師 として推 薦出来る人が思 った以 上

にいる ことが分か った。S区 では、工業技術者の 「マ イス ター制度」 があ り、技術 の継

承 が重要 な課題であ ると聞いた。 こうした、マ ンパ ワー を市民 講師 と して積極 的 に登用

して学校 と地域 との連携 を図る必要が ある。

⑥ 職業高校へ の貴重 な意見 は、今後学校で検討 し生か してい く必要が ある

調査10に ある ように各 団体 か ら様 々な意見や要望 をいただいた。農業高校 と工業高校 と

で は異 なる ところが多 かったが 、一様 に回答者は職 業教育 に好意的 で、職業高校へ の期待

の大 きさが予想 以上 であった。

4事 例研究

(1)事 例1第9回 都立高等学校産業教育 フェステ ィバルへの参加

① 概 要

都立H農 業高校で は平成11年11月10日(水)～12日(金)都 庁の都民広場 、第2庁 舎1

階(北 側全面 ・南側片面)で 行われた 「産業教育 フェステ ィバル」 に3年 生13名 が実習 生

産品の手作 り味噌 、ジャム 、鉢花 などの販売 を行 った。 ここでは、産業 に関係する教育 を

行 ってい る都立専 門高校(農 業 ・工業 ・商業 ・家庭 ・水産)を 広 く知っていただ くこ とを

目的 と してお り、会場ではそれぞれの教科 ごとに特徴 を出 して活動 を行 っている。

都民広場 に は多 くの来庁者や職員 の行 き来があ り、「産業教 育 フェ ステ ィバ ル」 の 目的

を達成するに は格 好の場 所 となっている。

本校 の教 育 目標は 「勤 労 を尊び、変化す る社会 に主体的に対応 で きる知識 ・技術 を 身に

付 けた人」 とな っている。そのなかで専 門教科 においては 日常 、実習 を通 して食 品の加工

や分析 ・実験 、花 ・野菜 ・果樹 な どの栽培やデザ イン、 またバ イオテク ノロジーの学 習 を
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行 っている。 これ らの学習 の理解 を深め るため に総合技術 セ ンターでの実習や見学会 等 を

行 って外 か らの知識 や技術 を積極 的 に取

り入れてい る。

「産業教育 フェステ ィバル」 におい て

は 「地域の教育力の活用」 ととらえ、都

民広場 に来 られた多数の方か らの実習生

産品の購入 な どを通 して生徒 たちの学習

活動 を援助 してい ただい た。学校で は生

徒が販売 を行 う機会 は主 に学校祭な どと

限 られてお り、この活動 を通 して販売 を

中心 と して接客マ ナーや生産品が どの よ

うな消費層 に受 け入 られるか など流通 に

ついて知識 を深め ることにつ なげた。

産業フェスティバルでの販売の様子

② 今後の課題

「地域 か らの教育力 の活用」のなかで 「地域」 ということを考える と地元が中心 となる

ことが多 いが、「産業教育 フェスティバ ル」の会場 の ように学 校 の所在 地 か らか な り離 れ

た場所 もあ り 「地域」 を どの ように とらえるかにお いては、 目的地 までの距離や時間、 交

通費 な どの こともあ り計画時の 目的 と照 らし合 わせ て考え る必要がある。

イベ ン トに参加す る とい うこ とは、今 回の ように引率等の教員以外 に具体的 な内容 の指

導 に当たる者 がいない場合 もあ り、「教育力の活用」 とい うこ とが不 明確 にな らない よ う

にす るこ とが特 に必要 である。 また、生徒任せ で単 なる時間の消化に終 わ らせ ないた め に

も生徒 に具体的 な 目的 を もたせて望 ませる ことが必要である。

③ 感 想

生徒の参加 は授業等の都合で半 日のみの活動であ ったが、販売は特 に積 極的に行 った。

また、参加 した生徒 は3年 生 なので進路選択 も終 わっている生徒 もいたが、販売 を通 して

更 に職業 を考 える上で有効であった。

(2>事 例2地 域 からの教育力 を活用 した 「廃液処理 を取 り入 れた実習」

都立1工 業高校ではサ ブテーマ 「地域 か らの教育力 を活用す る」 を実践す るにあた り、

環境問題 を理解 させ るため に、生徒 を対 象に近 隣の廃油処理工場への見学お よび 「廃 液処

理 を取 り入れた実習」 を行 った。

① 「地域 か らの教育 力 を活用」 した近燐の廃油処理工場の見学

二学期初 め生徒5名 を、環境化学実習の一環 として地域の工場が積極 的 に取 り組 んでい

る廃液処理や リサ イクル問題 に着 目した工場 の見学 を行 った。今 回見学 を行 った工場 は、

飲食店や 食品関係企業 か ら出され る廃食油 を回収 して植物油の軽油代替 燃料 を製造 してい
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る工場で ある。生徒 たちは、回収 して きた廃 食油を植物性廃 食油 と動物性廃食油 に分 け る

行程や 、植物性廃 食油 か ら軽油代替燃料が 生成 され る までの 反応行 程 を見学 した。 又 、

「天 ぷ ら油で車が走 る」 と説明 され初め生徒 は驚 いていたが、 今 まで処 理 に因 って い た廃

食油 を再利用 して軽油 と変 わ らぬ燃費 ・価格 である燃料が作 られ 「環境 問題 や安全性 とい

う点 にお いて も軽油 よ り優 れてい る」 とい う説明に生徒 たちは関心 を抱 いた。

廃食油の再利用について

三薩

雛欝難灘難陣 達

ox20%40%ourCVhiuV%

囲興殊がある圏墨墜がな埜ロわから翻

工場の処理技術について

新 瀦緻.＼ へ ∵ ・

1帳 流 ・… 読 ㌧無
ボ 『

騨騨鵠
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[亘藝塵亜 理解できな已ロセ塗ら蚕]

廃食油の再利用調査の結果 工場の処理技術調査の結果

ア ンケー ト結果か ら、生徒 たちは 「企業 と廃 油処理工場が連携」 し、廃食油 を回収 し再利

用 されてい ることに興味 を もった ようである。資源を大切 にす ることの理解か ら環境問 題 に

対 る積極 的 な取 り組み に、関心 を深めていた。また、生徒 たちに、工場見学 を行 うことによっ

て化学 反応 プ ラン トや廃食油の処 理技術 を理解 させ るこ とがで きた。

② 廃 液処理 を取 り入 れた実習

研 究の第2と して、薬品の廃 液処理 を実習 の中に取 り入れ 、自分たちが使用 した薬 品 の

廃液処理 法や環境 問題 について研 究 を行 った。

　 攣 搬轟
拶

ア ビーカーによ る実習

環境 問題 に対 する廃 液処理 の原理 を生徒

に説 明す るため 「硫酸銅溶液 に鉄粉 を入 れ

銅 を取 り出す」実験 を行 った。硫酸銅 溶液

に含 まれる銅 イオ ンは重金属 イオ ンのため

河川 に排水で きない。そのため、硫酸銅 溶

液 に鉄粉 を入れ るこ とに よって硫酸銅 溶液

の中の銅 を金属銅 として(イ オ ン化傾 向の

差 を利用)沈 殿 させ る。その後 、ろ過 して

沈 殿物 とろ液 に分 け沈殿物 は、乾燥後収 率

嘱 、

無
鎌

讐
ろ液 を分析 している様子

を求め、ろ液 はpHを 確認 し回収す る。生徒 に、鉄粉 や 溶液 の色が 変化 してい く様子 や ろ

過 の操 作方法か ら環境問題 に対す る廃 液処 理の原理 を理解 させ るこ とが で きた。
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イ 廃液処理装置 を利用 した実習

廃液処理装 置を利用 した廃液処理法 には重金属等 を含む大量 ・高濃度の廃 液 を短時 間 に

処理で きる とい う利点があ る。操作 方法は①廃液 を液層 に入れか くはん しなが ら鉄粉 を加

える。②酸 ・アルカ リを加 えpHを 調整 しなが ら水酸化物の沈殿 を析 出 させ る。(沈 殿物は、

業者 に委託 する。)③ ろ液は、pHを 確認 し流す。 この実験 を通 して生徒 に装i置の操 作 法 や

「廃液が どの ように処理 され るか」 「廃液の 中の金属 を中和反応 によ り水酸化物 の沈殿 と し

て除去す る方法」 を理解 させ る ことがで きた。

以上 、二つの実験 を行 うことに より、自分た ちが出 した薬 品の廃液 を 自らが廃液処 理 す

る ことで環境問題 に対 しての理解 を深 めさせ ることがで きた。

今後 は、原子吸光等の機器分析 を利用 して廃液処理 を確 実な ものに してい く。他の工 業

高校で も廃液処理 を実習 に取 り入 られて きているので情報交換 を密 に してい く。更 に、 廃

液処理施設等の工場見学 を年間行事 の一環 として取 り入れ、「地域 の技 術 力 を活用 した」

授業編成 を行 い 「地域 と学校 との連携」 を確実 な もの に してい く。 また、事 業者 な どの熟

練者 を市民講 師 として学校 に招 き 「地域 か らの技術力 を活用 した」実践授業 を推進 して い

く。

(3)事 例31産 業見本市 における地元企業 との交流

① 概 要

本年で3回 目を数 える 「1産 業見本市」(平 成11年10月21日(木)～23日(土))と は1

区内 を中心 とす る企業の優れた製品や技術 の展示 を基本 と した見本市 を開催 し、 また区内

の産業 を広 く紹介 し地域の産業 に対する理解 を促進す る 目的で行われてい る。都立H工 業

高等学校で は東京都 の 「多様 な指導形態導 入推進校」の委嘱 を受け、1産 業見本市へ の参

加 を研究 内容 の一環 に位置付け てい る。昨年度 までは工業高校の紹介 とい う観点か ら生徒

実習作 品の展示 ・製作 ・実演 な どを行い地域社会へ の理解 を広 げることを主 たる 目標 と し

て きた。

今 年度は 「地域 の教育力 を生 かす」 とい う点か ら参加生徒が直接 、企業 の方 と意 見 ・情

報交換 を し、地元産業 に目を向け地域社会への参加 意欲 を高める とともに生徒 自身が見 た

もの、聞い た もの を通 して 自ら学ぶ姿勢 を養 うことを目標 と した。

② 実施 内容

産業見本市 に出展 した企業 はおお よそ次 の6つ の分野があ った。

○ 機械製造分野(精 密機器 を含 む)○ 情報 産業分野 ○ 環境分野

○ 福祉 ・健 康分野 ○ 印刷 分野 ○ その他(食 品 ・販売等)

参加生徒30名 は三つ以上企業 のブースを回 り以下の質問を し、返 って きた回答 に対 して 自

分た ちの考 えや感想 を述べる とい う形式 をとった。

① 企業 と して努力 してい ることは何 か?

② 板橋区で企業活動す ることについて どの ような意義があ るか?

③ 学校教育 と実際の企業 とで どの ようなつ なが りがあ るか?
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③ 結 果

① の問い(企 業 として努力 してい ることは何 か?)

に対 して

・外 国の量産製 品に負 けな い 日本独 自の精密技

術 をもって対抗 してい く

・大 手 に負 けない下請 け独特の技術力

・外 国製品 を輸入す る に当 たって 日本 にない特

殊 セ ンス を導入 して異文化 を紹介す るな ど。

企業 と して努力 して いる こ とは業種 に よって

まちまちであ るこ とは予想 され たが 、思 っ た以

上 に企業が対外 国を視野 に入 れて取 り組 んで い

る姿勢 に生徒 の関心が集 まった。 また、 学校 教
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育では計 り知 れない、世界 の中の 日本 における工業技術的立場 を生徒 は学 んだようで ある。

この ような生 きた意見 を もらえたこ とだけで も今 回の参加 は意義があ ったよ うに思 う。

② の問い(板 橋 区で企業活動す るこ とについて どの ような意義が あるか?)に 対 して

・小 さな下請 け企業が多 いこ とと、大手 をやめて 自分 の会社 を作 った技術者がい るか ら

・同 じ業種で対抗す る会社が沢 山あるか ら

③ の問い(学 校教育 と実際 の企業 とで どの ようなつなが りが あるか?)に 対 して

・自分 たちの やっている仕事 に誇 りを もっているがその辺 は学校で は理解で きないの では

・企 業 だと何か一つで も技術があれば外国の大手 と渡 りあ えるこ とが学校教育 と大 きな違い
。

④ まとめ

今 回、1産 業見本市 に参加 して以下の ような教育効果が あった と推察 される。

・地元企業 と直接対話す ることによ り現 場の仕事 を より身近 に感 じるこ とがで きた。

・地域の産業 を改 めて見直す きっかけ をつ くることがで きた
。

・仕事 にお ける勤労意欲や職業観の再認識がで きた
。

・企業の もってい る技術力 を間近 に体験 する ことで最新 のテクノロジーを学習で きた
。

・生徒 が 自分 たちの学校 をアピールする ことで地元企業 に も高校生への理解が広が った
。

今 回の試み は課題研究の一環 と して年間行事 に計画 されていたが、生徒が実際 に企業 の方

とどれだけ話 しがで きるか不安 な面があった。 しか し結果 をみ る と学校の 中で は聞 けない、

また我々教員で は教 えることがで きない ような話 ばか りで引率教員一同 、驚 いてい る。生徒

自らが語 りか ける ことで企業の方 も喜んで話 して くだ さり、和やか な中 に も真剣 な話 し合 い

が で きた。その ことは彼 ら自身が一番実感 しているこ とと思 う。今 回生徒が書いた レポー ト

は進路 指導 部の校 内掲示 を通 じて全校生徒 の 目に触れ るよう計画 されてい る。

その一 方で この事例 を元 に地域 企業 との交流 をます ます深め、やがては インター ンシ ップ

導 入 も視野 に入れてい くように整備する必要性 を感 じた。そのため にも学校 に橋 渡 し役 と し

ての役割 が求め られてい るのではないだろ うか。

平成10年9月 発 表の中央教育 審議会答 申には、「地域全体 の教 育力 の向上 につ いて は、 従
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来の学校 な ど関係機関 ・団体の 自発 的な連携協力 とい う域 を超 えて、学校 をは じめ とす る地

域 の様 々な教育機能が協調 ・融 合 して、子 どもの成長 を担 うことが求 め られてお り、この よ

うな地域の教育機能の協調 ・融 合 を支援 し、促 してい くことが期待 され てい る。」 とあ り地

元企業の再認識の場 として、 また地域 の教育力 を生かす場 と して来年度以 降 もよりいっそ う

充実 した内容 で取 り組 んでい く予定である。

(4)事 例4「 農業改良普及 センター との連携」

① 概 要

都立K高 等学校定 時制 課程 で は地域 の農 業 に対

す る知識 を深め るため、平成11年9月22日(水)

のLHRで 、園芸科の生 徒全 員 を対 象 に講 演会 を

実施 した。主題 は 「農業 改良 普及員 の仕事 と東 京

都西多摩郡の農業」で、 講 師は東京 都西 多摩郡 農

業改良普及セ ンター所長 にお願い した。

② 農業改良普及 センター との連携 農業改良普及員の講演会

本校が所在 してい る西 多摩 郡 は4市3町1村

か らなる。 この地域 は、山間地域 、農業振 興地域 、都市地域か らな り、それぞれ異 なる生 産

環境 の中で、各地域 の特色 を生 か した多様 な農業が行 われている。山間地域で は、 ワサ ビ栽

培 やめん羊飼育等が行われ、特 産物 と観光が結びついた農業が特徴的であ る。農業振興 地域

では、茶 ・スイー トコー ン ・トマ ト ・鉢花 ・牛乳等 の生 産が多 い。都市地域で は、地域住 民

に密着 した新鮮 な野菜や果物等 の直売が盛 んであ る。 この地域 の生徒 たちは、 日常生活 の 中

で農産物 を 目にす ることが多い。特 にあ きる野市のいわゆる トウモロコシ街道 での直売 をは

じめ農産物販売 による地場流動、観 光等 は地域密着型である。

本年度 は 「地域 の教育力 を活用する」 とい う観点か ら、西 多摩地域 の農業情報 を知 り、 理

解す るため 、農業改良普及 セ ンターに講演会 を依頼 した。今 回の講演会 を通 じて、生徒 た ち

に西多摩地域 の地場 産業 や、農業改良普及員 の仕事 内容等 を分か りやす く理解 させ るこ とが

で きた。特 に、多 くの生徒 たちが生活 している地域 の身近 な生産品、栽培 方法や販売方法 、

流通等 を学 習 しなが ら、農業改 良普及員 との有意義な対話 、交流の場 とす る事がで きた。 ま

た、西多摩地域 を限定 と した ビデオは予想以上 に生徒 の関心 を集 めた。講演会終了時 に、参

加 した生徒 た ちを対象 にア ンケー ト調査 を実施 した ところ、次 の ような感想 を聞 くこ とがで

きた。

○農業改良普及員か らの講話 は初 めてで あ り、聞けて よかった。

○私達が住 んで いる地域の身近な花 や野菜 を知 ることがで きだ。

○学校以外 か らの情報 を得 ることは大切 だ と思 う。

○今後 もこの ような企画(講 演会 ・見学会)等 があれば参加 したい。

これ らの感想 か らも、生徒 たちは学校以外か らの情報 に敏感であ り、今 回の講演会が農 業

学習 の刺激剤 に なった ことが伺 える。
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③ 今 後の課題 τ

今 回は講演会 とい う形 で外部の方 と接 す ることがで きたが 、よ り学習効果 を上げるためにも、

今 後は生徒 自身に施設見学等 を行わせてい きたい。 しか し、定時制の生徒た ちには昼間仕事 を

している者 も多 いため 、昼 間の見学等 は難 しい。そ こで、で きるだけ沢山の生徒た ちをどの よ

うな形 で参加 させ てい くかを検討す る必要がある。 また、この講演会で得 られた身近 な情報 を、

生徒 たちが創意工夫 しなが ら、農業学習の中で よりよく生か していけ るよう指導 したい。

④ 研 究の まとめ

職業 高校 には、地域 の伝統工芸や地場産業 をは じめ、各分野 にわた る地域 産業振 興の期待 を

担 って設立 された もの も少 な くない。 しか し、今 日求 め られ てい る教育課題であ る生徒の 「生

きる力」の育成 には、学校 と地域社会の連携 が不可 欠で ある。学校 と地域 社会が連携 す る こ と

は、双方 にとっての 「教育力の活用」 とな り、「開かれた学校」へ と展開 される と考 える。

ア ンケ ー ト調査の留意点 は、回答者か らの微妙 な意見の回収であ った。 このため、すべ ての

調査 は回答者 と本研 究員の面談 を行 った。ア ンケー トの結果 、「開かれた学校 づ くり」 には 、

学校 と地域 の連携が最 も重要である と している。 また、市民講師制度の認知度は高 くは なか っ

たが、面談調査の中で地域社会 に潜在する人材 の存在 を知 ることとなった。これらの結果か ら、

学校 と地域 社会は連携で きる可能性や土壌 がある と確認 した。

各事 例研 究の結果か ら、生徒 を引率 してのイベ ン ト参加な どでは、生徒 に対 する具 体的指 導

がない場 合 もあ り指導計画 に配慮が必要である。また、学校所在地域 の工場見学 は、遠隔 の工

場 とは異な り、生徒 は身近 な存在 として興味や 関心 を示 した。見本市等 の参加 は地域 産業 に 目

を向ける契機 とな り、職業観の育成等 に役立 った。市民講師の活用 は、普段 の授業 とは異 り新

たな学 習の動機付 け となった。 この ようなこ とか ら、各事 例 とも学校 ごとに 目標 を設 定 し、 教

育課程上 の位 置付 け と体系化に よって、 より一層の成果が期待で きる と考える。

地域社会 と学 校が緊密 な連携 を築 くことによ り、生徒 は高校生活 の中に地域社会 の視線 を意

識す るこ ととな り、望 ま しい社会性等 をは ぐくむ効果が期 待で きる。新学習指導要領改訂 の基

本的 なね らいの中で も、完全学校週5日 制の下で 「ゆ と り」の中で 「特色 ある教育」を展開 し、

「生 きる力」 を育成す る とされてい る。そのため 「総合的 な学習の時 間」 を新 設 し、 様 々 な体

験 を得 る ことの重要性 を指摘 している。本研究の成果は 「地域 の教育力 の活用」 に よ り、生徒

の 「生 きる力」 を育 成 し、その結果 「より開かれた学校」を目指す ものである。この ように様々

な体験 が得 られる本研 究は、「総合的 な学習 の時間」 として も展開で きる と考える。

生徒が社会 にお ける実践 的な知識 や技術 ・技能 を身に付 けるこ とがで きるように、地域 社会

や産業 界の人々を市民講 師 として招 いた り、生徒 の就業体験活動への協力 を依頼 した りする等、

地域や 産業 界の教育 力を活用す るこ とが極めて有効である。 また、生徒 と地域社会が接触 す る

ことによって、高齢化社会 における高齢者 を思いやる気持 ちな ど、豊か な人 間性 をは ぐくむ契

機 と もなる。 さらに、生徒が 自らの職業教育 によって身に付けた、専門性 を生か したボランティ

ア活動等 の展開 も考 え られる。

一23一



お わ り に

本 部会 は、「地域 と共 に学ぶ職業教育」 を主題 に、「地域 に働 きかける職業教育」、「地域 の教

育力 を活用す る職 業教育」 の副題 を設定 し、研究 に取 り組んだ。「地域 と共 に学 ぶ職業 教 育」

は平 成10年3月 発表の中央教育 審議会 の答 申において も 「学校 の教育活動への地域 の活力 の導

入 ・活用」 や 「学校 が保護者 や地域住民の意向 を把握 ・反映するための仕組み」で取 り上 げ ら

れている。 これか らの学校 の在 り方 として、学校の もつ教育力 、地域の もつ潜在的 な教育 力 を

研究 し互 いの もてる教育力 を活用 して生徒や地域社会 に還元 で きる姿が求め られてい る。

第一分科会 のア ンケー ト ・事例研究で は、地域 か ら学校 に様 々な期待 をこめた教育活動 が求

め られている ことが分かった。それは農業 ・工業教育 に携 わる我 々に しかで きない教育活動 が

多 いこ とが特徴的 だった。そのために も地域か らも 「開かれた学校づ くり」 が望 まれてい る こ

とが うかが える。また、生徒が学校で学んだ学 習成果 を地域 に還元す る学習は様 々 な大人 と触

れ合 うこ とで多様 な価値観 を受 ける機会で もあ り生徒 自 らが 「生 きる力」 をは ぐ くめる こ とも

分か った。

第二分科会の ア ンケー ト ・事例研究では地域が もつ教育力が様 々な形 で生徒 に教授 で きる こ

とが分か った。学校 という器 を飛び出 して地域 に教育 を求め ることは小学校 中学校 において も

盛 ん に行 なわれてお り、農業 ・工業 とい う職業教育 においては地域 の もつ産業 と連携 しやす い

とい う特徴があ るこ とも分かった。ゆえにこれか らは各学校が農業 ・工業 の特徴 を更 に生 か し

て、積極的 に活用 してい くべ きであろ う。地域の教育力 といって も我 々が今 回研究す る以 前 か

ら存在 していた ものではあるが、有効 に活用す るため には、学杖 の教育課程の 中に きちん と位

置付 け、体系 化す ることが必 要である。

この ように学校 を経 由 して生徒 と地域 の結び付 きを教 育活動 として実現す ることで生徒 は 自

らが課題 を見つ け問題解決す るこ とで更なる地域理解 が深 まり、生徒 を主役 と して主体性 を も

たせ るこ とで 「生 きる力」が育成 される ことが期待で きる。その一方で地域 ・学校 ・生徒 と3

者の間で リー ダーシ ップをとってい くのは学校が行 なわなければ ならない課題 であ る。地域 と

の連携で教員 自らが主体的 に地域理 解に努 めねばな らない し、多様 な生徒 に対応 した指導 を行

な ってい く必要があ る。教員が地域 の実情や実態把握 に努め、生徒 自身に も自らが、地域 の 中

での 自分の役割やかかわ りを考え させ るこ とが必要であ る。

また完全学校5日 制の実施 も視野 に入 れた とき、各学校が地域 との よ りいっそ うの連携 が求

め られるのは明 白であ る。 しか し、そのこ とが地域 と触れ合 う大 いなる機会 なのであ り、各学

校 が特徴 を生 か して創 意工 夫する ことで特色あ る学校づ くりが進 め られる。 また、新学習 指導

要領 に も 「総 合的 な学習の時間」が創設 された ことで 「地域 と共 に学ぶ職業教育」が総合 的 な

学習 の時間の中で生 か されるのではない だろうか。

今 回の研究 は、学校 における新 しい姿の提 起であって我々が予想 もしない教育効果 を生徒 に

もた らす こ とが分 かった。 また地域 にも学校理解 の輪 が広 が り連携の絆が強 まること も確認 で

きた。都民の期待 に答 えるため に も、各学校 が地域 と連携 し交流の輪の中で学校 が地域 に果 た

す役割 を大 きな もの に してい くべ きであろ う。終 わ りに本研究報告書 をまとめ るに当た り、 ご

協 力いただいた関係者の方 々に厚 く御礼 申 し上 げます 。
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